
 

  

 
今回は 2026年度の岡山大学の理系の第１問を解説
します．

理系第１問
t を 0 < t < 1 を満たす実数とする．三角形
OAB において，辺 OA の中点を C，辺 OB を
t : (1¡ t)に内分する点をDとし，線分 BCと線
分ADの交点を Pとする．以下の問いに答えよ．
(1)

#    »

OA =
#»

a，#   »

OB =
#»

b とする． #   »

OPを #»

a と #»

b

と tを用いて表せ．
(2)

#    »

OA = 1， #   »

OB = 2， #    »

OA ¢
#   »

OB =
1
2
と

する． #   »

OP · 1 を満たす tの値の範囲を求
めよ．

（単元：ベクトル（数 C））

【解答】

A B

D

C
P

O

(1) Cは辺OAの中点であり，Dは辺OBを t : (1¡t)
に内分する点であるから

#   »

OC =
1
2

#»

a ;
#   »

OD = t
#»

b

である．
Pは線分 BC上にあるから，実数 s (0 · s · 1)

を用いて
#   »

OP = (1¡ s)
#   »

OB+ s
#   »

OC

=
s
2

#»

a + (1¡ s)
#»

b Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ 1

と表せる．また Pは線分 AD上にあるから，実数
u (0 · u · 1)を用いて

#   »

OP = (1¡ u)
#    »

OA+ u
#   »

OD

= (1¡ u)
#»

a + ut
#»

b Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ 2

と表せる．
#»

a ;
#»

b は 1次独立であるから，1 ; 2の係数を
比較してU s2 = 1¡ u

1¡ s = ut

が成り立つ．これを解くと 0 < t < 1より

s = 2¡ 2t
2¡ t ; u =

1
2¡ t

となる．ここで 0 < t < 1より
1 < 2¡ t < 2

1
2
< 1
2¡ t < 1 Ú

1
2
< u < 1

であり，s = 2(1¡ u)より
0 < s < 1

であるから
0 · s · 1 ; 0 · u · 1

を満たす．
以上より

#   »

OP =
1¡ t
2¡ t

#»

a + t
2¡ t

#»

b

である．

(2)
#»

a
2
= 1， #»

b
2
= 4， #»

a ¢
#»

b = 1
2
より

#   »

OP
2
= # 1¡ t

2¡ t ;2 + 2 ¢ (1¡ t)t(2¡ t)2
¢
1
2

+ # t
2¡ t ;2 ¢ 4

=
(1¡ t)2 + (1¡ t)t+ 4t2

(2¡ t)2

=
4t2 ¡ t+ 1
(2¡ t)2

となる．
#   »

OP · 1は両辺 0以上より 2乗して
#   »

OP
2
· 1

4t2 ¡ t+ 1
(2¡ t)2

· 1

4t2 ¡ t+ 1 · (2¡ t)2 (Û (2¡ t)2 > 0)

4t2 ¡ t+ 1 · t2 ¡ 4t+ 4

3t2 + 3t¡ 3 · 0

t2 + t¡ 1 · 0
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となる．よって

¡1¡
B

5
2

· t ·
¡1 +

B

5
2

が得られる．これと 0 < t < 1より，求める tの
範囲は

0 < t ·
¡1 +

B

5
2

となる．

【解説】
・(1)について
平面ベクトルにおける 2線分の交点を求める問題
で，定石通りの処理になります．
交点 Pを，線分 BC上の点，線分AD上の点ととら
え，それぞれ直線のベクトル方程式を用いて立式し，
係数比較によって連立方程式を解くのが基本方針と
なります．

直線のベクトル方程式
点 Pが直線 XY上の点ならば，実数 kを用いて

#   »

OP = (1¡ k)
#    »

OX+ k
#    »

OY

と表すことができる．

今回は，直線上ではなく線分上の点のため，パラ
メータである sや uに 0以上 1以下の範囲をつけて
立式することになります．s ; uが定まったあとに，
範囲を満たすかのチェックはしておきましょう．
また，係数比較の前に，係数比較が行えることの根
拠となる「 #»

a ;
#»

b が 1次独立であること」は明記して
おきましょう．

・(2)について
ベクトルの大きさに関する処理は，成分公式か，大
きさの 2乗展開が定石となりますが，今回は座標・成
分に関する設定がないため，また内積が与えられてい
ることもあり，大きさの 2乗展開

s
#»

a + t
#»

b
2
= s2

#»

a
2
+ 2st

#»

a ¢
#»

b + t2
#»

b
2

を選択することになります．
得られた不等式は分母 (2¡ t)2 を払いたくなりま
すが，不等式の両辺に何かをかけたり割ったりすると

きは，その符号を必ず確認する癖をつけましょう．も
ちろん解答の中に確認したことを記述しておく必要
があります．
最後に t2 + t¡ 1 · 0という形が現れます．2次方

程式 t2+ t¡ 1 = 0の解は t = ¡1§
B

5
2

になります
が，問題文の条件 0 < t < 1と組み合わせて答えを表
す必要があります．条件との共通範囲をとることを
忘れないようにしてください．

本問のポイントは
1. 2線分の交点を，2線分上の点ととらえ直線のベ
クトル方程式を用いること
2. ベクトルの大きさは 2乗して処理すること
3. 解の範囲と問題文で与えられた tの範囲の共通
範囲を答えること

の 3点でした．基本に忠実な処理が求められる問題
です．

今回は以上となります．お疲れ様でした．
数学科　松浦
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